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こ
れ
ま
で
、
市
立
病
院
に
お
け
る
経
営
の
現
状
や
医
療
課
題

な
ど
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
「
広
報
と
め
６
月
号
」
か
ら
計
４
回
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
五
つ
あ
る
市
立
病
院
の
在
り
方
を
考
え
る
「
登

米
市
地
域
医
療
福
祉
体
制
検
討
委
員
会
」
で
示
さ
れ
た
再
編
計
画

中
間
報
告
書
を
も
と
に
、
深
刻
な
医
師
不
足
に
よ
る
産
婦
人
科
・

小
児
科
の
問
題
な
ど
、
市
が
抱
え
て
い
る
医
療
の
現
状
を
検
証

し
て
み
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
て
市
が
行
う
医
師
確
保
の
取

り
組
み
や
、
子
育
て
を
す
る
上
で
力
強
い
味
方
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

　
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
に
。
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シ
リ
ー
ズ
「
登
米
市
医
療
の
未
来
（
最
終
回
）」、
産
婦
人
科
・
小
児
科
問

シ
リ
ー
ズ
「
登
米
市
医
療
の
未
来
（
最
終
回
）」、
産
婦
人
科
・
小
児
科
問
題題
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市立病院再編計画中間報告書

市立病院再編の基本方針
　登米市立病院の再編の基本的な考え方については、昨年度設置された「登
米市地域医療福祉システム検討委員会」の報告【第１案】を基本ベースとし
て病院再編を進めます。また、本院と分院、診療所の機能連携や医療支援体
制を含めた医師配置を検討しながら、地域医療の将来像と国・県における医
療整備計画の方向性などを考慮し、病院再編についても今後も継続して検
討するものとします。

緊急的な再編の必要性
　医師不足により、医師の過重労働が生じています。また、医師の高齢化も
あり医師不足を解消しなければ、現行の診療体制の維持さえ困難です。そ
のため、市立５病院の医師を集め、短期的にでも診療体制を維持する必要が
あります。

再編案
　２年間
　　　進行管理期間は平成２０年４月１日（再編暫定年次）から平成２２年４月１日
　　（再編目標年次）までの２カ年とします。

　再編暫定年次（平成２０年４月１日）
　　●佐沼病院：仮称登米市民病院として中核病院
　　●登米病院：登米診療所（無床）
　　●米谷病院：米谷分院
　　●豊里病院：豊里分院
　　●よねやま病院：よねやま分院

　再編目標年次（平成２２年４月１日）
　　●佐沼病院：仮称登米市民病院として中核病院
　　●登米病院：登米診療所（無床）
　　●米谷病院：分院または無床診療所
　　●豊里病院：豊里分院
　　●よねやま病院：分院または無床診療所

５
病
院
を
統
廃
合
し
て
佐
沼
病
院
を
拡
充

整
備
す
る
、
第
１
案
を
基
本
に
検
討
し
ま

し
た
。

　
中
間
報
告
書
は
、
病
院
経
営
の
状
況
を

　
年
度
の
収
支
を
も
と
に
あ
ら
た
め
て
検

１８証
し
た
り
、
住
民
の
疾
病
内
容
や
常
勤
医

師
の
勤
務
実
態
を
分
析
し
た
り
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
討
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
整
備
拡

充
さ
れ
た
核
と
な
る
病
院
を
中
心
に
分
院

や
診
療
所
、
福
祉
施
設
と
の
連
携
で
、
地

域
医
療
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。

加
速
度
的
に
病
院
経
営
が
悪
化

地
域
・
救
急
医
療
体
制
を
整
備

中
核
病
院
と
分
院
、
診
療
所
体
制

受
診
動
向
や
病
床
利
用
状
況
を

も
と
に
再
編
を
よ
り
具
体
化

再編01
　
平
成
　
年
４
月
、
登
米
市
は
九
つ
の
町

１７

が
一
つ
に
な
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。
市
内

に
は
合
併
前
か
ら
、「
佐
沼
」「
登
米
」「
米

谷
」「
豊
里
」「
よ
ね
や
ま
」
の
５
つ
の
公

立
病
院
が
あ
り
、
登
米
市
が
誕
生
し
て
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
従
来
ど
お
り
の

体
制
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
医
師

の
偏
在
・
不
足
や
診
療
報
酬
の
減
額
改
定
、

建
物
の
耐
震
問
題
な
ど
が
登
米
市
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
、
合
併
後
わ
ず
か
３
年

足
ら
ず
で
加
速
度
的
に
病
院
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
が
悪
化
。
数
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
市
民

が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

暗
雲
が
立
ち
込
め
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
医
師
不
足
か
ら
く

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
現
行
の
診
療
体
制
の
維
持
さ
え

も
困
難
と
判
断
。
市
立
病
院
の
統
合
・
機

能
分
担
・
連
携
と
、
登
米
市
医
師
会
の
協

力
・
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
・

救
急
医
療
体
制
の
早
急
な
整
備
を
目
指
し

て
、
　

年
５
月
に
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

１８

薬
剤
師
会
、
東
北
大
教
授
、
県
、
市
な
ど

の
関
係
者
で
構
成
す
る
「
登
米
市
地
域
医

療
福
祉
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
（
委
員
長
・

佐
藤
 良
 

よ
し

 友
 市
医
師
会
長
）
〔
以
下
・シ
ス
テ

と
も

ム
検
討
委
員
会
〕
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
で
は
、　

年
３

１９

月
ま
で
に
５
回
の
会
合
を
開
き
、
市
立
病

院
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作

成
。
医
師
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

５
病
院
の
統
合
や
人
材
、
機
器
な
ど
の

「
医
療
資
源
」を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
る
診

療
体
制
の
維
持
が
重
要
と
の
結
論
か
ら
、

第
１
案
「
市
立
５
病
院
の
統
廃
合
に
よ
る

佐
沼
病
院
の
拡
充
整
備
」
と
、
第
２
案
「
市

立
５
病
院
の
統
廃
合
に
よ
る
新
た
な
中
核

病
院
の
建
設
」
の
２
つ
の
案
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
病
院
の
長
期
的
な

展
望
に
つ
い
て
は
、
継
続
協
議
が
必
要
と

の
意
見
も
併
せ
て
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、　

年
５
月
に
課
題
事

１９

項
の
具
体
的
な
解
決
策
を
検
討
す
る
「
登

米
市
地
域
医
療
福
祉
体
制
検
討
委
員
会

（
委
員
長

・
佐
藤
良
友
市
医
師
会
長
）
〔
以

下
・体
制
検
討
委
員
会
〕」
を
設
置
。
地
域

医
療
体
制
の
充
実
と
、
救
急
医
療
体
制
の

整
備
を
含
め
た
病
院
事
業
の
抜
本
的
な
改

善
策
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
９
月
に
市
立
５
病
院
の
再
編
に
関
す

る
大
枠
が
ま
と
ま
り
、「
登
米
市
立
病
院

再
編
計
画
中
間
報
告
書
（
以
下
・
中
間
報

告
書
）」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
制
検
討
委
員
会
で
は
、
シ
ス
テ
ム
検

討
委
員
会
報
告
書
の
う
ち
、
第
２
案
の
新

病
院
建
設
は
病
院
経
営
や
市
の
財
政
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
積
極
的
に
支

持
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安心して子どもを産み育てるために。

     未来への切符[特集]

市
立
５
病
院
の
統
廃
合
と

中
核
病
院
の
整
備
拡
充


